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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

回次
第18期

第１四半期連結累計(会計)期間
第17期

会計期間
自　平成20年９月１日

至　平成20年11月30日

自　平成19年９月１日

至　平成20年８月31日

売上高 （百万円） 4,720　 58,216　

経常利益 （百万円） 239　 16,204　

四半期（当期）純利益 （百万円） 140　 844　

純資産額 （百万円） 46,207　 46,493　

総資産額 （百万円） 127,456　 134,569　

１株当たり純資産額 （円） 99,419.92　 100,099.00　

１株当たり四半期（当期） 
純利益

（円） 304.42　 1,831.76　

潜在株式調整後１株当たり 
四半期（当期）純利益

（円） －　 －　

自己資本比率 （％） 35.9　 34.3　

営業活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） 1,254　 △27,891　

投資活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △41　 502　

財務活動による
キャッシュ・フロー

（百万円） △4,868　 9,841　

現金及び現金同等物の四半期
末（期末）残高

（百万円） 11,072　 14,727　

従業員数 （名） 240　 208　

(注) １.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

        記載しておりません。

２.売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載し

　 ておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1)　連結会社の状況

    平成20年11月30日現在

従業員数(名) 240

　

(2)　提出会社の状況

    平成20年11月30日現在

従業員数(名) 139

(注) 　従業員数は、当社から他社への出向者を除いた就業人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１　【仕入及び販売の状況】

　

(1)　仕入実績

当第１四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおり

であります。

事業の種類別セグメントの名称 　仕入高(百万円)

資産運用事業 56

サービシング事業 1,057

合計 1,113

（注）　金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2)　販売実績

当第１四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおり

であります。

　

事業の種類別セグメントの名称 　販売高(百万円)

資産運用事業 1,528

証券化事業 97

プロパティマネジメント事業 583

サービシング事業 2,088

投融資事業 19

その他の事業 460

消去又は全社 (57)

合計 4,720

（注）１.上記金額については、セグメント間の内部取引相殺後の金額であります。

 ２.当社グループの相手先は、不特定の法人・個人であるため、主要な販売先の記載を省略して

　　　  おります。

 ３.金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　　　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　

(1)　経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、欧米諸国に端を発した金融市場の混乱により、株価

の急落や円高の進行に加え、個人消費や設備投資の急速な低迷を受け、景気の減速傾向が鮮明になりまし

た。

金融市場のみならず、グローバル規模での実態経済の低迷が長期化する懸念に加えて、急激な運用環境

の悪化により、金融機関を含む機関投資家のリスク許容度が低下し、実態経済の低迷に更に拍車をかける

状況となってきております。

　

このような環境認識を踏まえ、当社グループにおいては、前連結会計年度末に「棚卸資産の評価に関す

る会計基準」の早期適用を行いました。さらに、バブル崩壊直後の創業時から、当社の事業の中心に据え

てきている、長期且つローレバレッジの安定投資を志向する個人富裕層のお客様向けの営業活動を強化

しております。サービシング事業を担うグローバル債権回収㈱においては、個別案件毎の取組方針の明確

化をはかることによる回収業務の強化を進めております。以上の取組によって、たな卸資産の資金化によ

る売上高の計上及び収益の計上のバランスを図ってまいりました。

　

その結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は4,720百万円、売上原価は3,142百万円、売上総

利益は1,578百万円、販売費及び一般管理費は976百万円、営業利益は602百万円、経常利益は239百万円、税

金等調整前四半期純利益は303百万円、法人税等は136百万円、四半期純利益は140百万円となりました。

　事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。

　

①資産運用事業

前述のとおり、個人富裕層のお客様向けの営業活動に注力し、個別物件毎に丁寧な営業活動を実践し

てきた結果、当事業における売上総利益は451百万円を確保し、同利益率は、29.6％を確保いたしまし

た。その結果、当事業における売上高は1,528百万円、営業利益は３百万円となりました。

　

②証券化事業

当社がアセットマネジメント業務を受託している私募ファンドにおいては、各々の投資家との直接

対話を継続し、ノンリコースローンのリファイナンスを実施するなど、現在の不動産市況の影響を踏ま

えた対応を継続しており、アセットマネジメントフィーは予定通りの計上がなされました。その結果、

当事業における売上高は97百万円、営業利益は91百万円となりました。

　

③プロパティマネジメント事業

当事業においては、不動産市況の低迷にかかわらず、お客様の満足度を高めていく活動を継続してお

ります。また保有する不動産からの賃料収入についても、堅調に推移いたしました。その結果、当事業に

おける売上高は583百万円、営業利益は224百万円となりました。

　

④サービシング事業

当事業においては、個別案件毎の取組方針を明確にし、注力すべき案件の回収に特化した結果、前期

より持ち越した中型の２案件において、想定どおりの時期と回収額が実現いたしました。その結果、当
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事業における売上高は2,088百万円、営業利益は519百万円となりました。

　

⑤投融資事業

当事業においては、予定されていた大口貸金の回収が実現し、その他の案件においては、予定通りの

収入の計上がなされました。その結果、当事業における売上高は19百万円、営業利益は０百万円となり

ました。

　

⑥その他の事業

当事業においては、子会社のゴルフ場の運営において、2008年５月の日本プロゴルフ選手権大会の開

催を機に、中期的展望にたった質の高いサービスレベルへの転換をスタートしており、その一環とし

て、施設利用料についても水準調整を行ってまいりました。当事業における売上高は460百万円、営業利

益は△５百万円となりました。

　

(2)　財政状態の分析

（総資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて、5.5％減少し116,421百万円となりました。これは主として、

現金及び預金が3,693百万円、営業貸付金が1,844百万円、販売用不動産が827百万円、買取債権が141百

万円減少したこと等によります。

固定資産は、前連結会計年度末に比べて、2.8％減少し10,598百万円となりました。これは主として、

有形固定資産が182百万円減少したこと等によります。

この結果、当第１四半期連結会計期間末における総資産は127,456百万円（前連結会計年度比5.3％

減）となりました。

　

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は46,207百万円（前連結会計年度比0.6％減）となり

ました。これは主として、その他有価証券評価差額金が222百万円減少したこと等によります。
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(3)　キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、期首残高より3,655百万円減少し

11,072百万円となりました。当第１四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況とそれら

の変動要因は次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,254百万円の増加となりました。これは主に、法人税等の支

払2,067百万円による減少となったものの、営業貸付金の回収1,844百万円、販売用不動産の減少853百

万円、買取債権の減少141百万円、四半期純利益303百万円により増加したこと等によるものでありま

す。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、41百万円の減少となりました。これは主に、貸付金の回収に

よる収入24百万円、投資その他の資産の解約等による収入21百万円の増加となったものの、有形固定資

産の取得による支出75百万円により減少したこと等によるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、4,868百万円の減少となりました。これは主に、長期借入金の

借入890百万円の増加となったものの、長期借入金の返済による支出4,220百万円、短期借入金の返済に

よる支出1,307百万円により減少したこと等によるものであります。

　

(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1)　主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2)　設備の新設、除却等の計画

該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社レーサム(E05179)

四半期報告書

 8/26



第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①　【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,280,000

計 1,280,000

　

②　【発行済株式】

　

種類

第１四半期会計期間末

現在発行数(株)

(平成20年11月30日)

提出日現在

発行数(株)

(平成21年１月14日)

上場金融商品取引所名

又は登録認可金融商品

取引業協会名

内容

普通株式 460,814 460,814ジャスダック証券取引所 ―

計 460,814 460,814 － －

　

(2) 【新株予約権等の状況】

新株予約権及び新株予約権付社債は発行しておりませんので、該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

発行済株式

総数残高

資本金増減額

 

資本金残高

 

資本準備金

増減額

資本準備金

残高

(株) (株) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

平成20年９月１日～
平成20年11月30日

－ 　460,814 － 　5,453 － 　6,899

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができませんので、直前の基準日（平成20年８月31日）に基づく株主名簿による記載

をしております。

　

①　【発行済株式】

平成20年８月31日現在　　　

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 460,814 460,814 －

単元未満株式 － － －

発行済株式総数 460,814 － －

総株主の議決権 － 460,814 －

　（注）上記「完全議決権株式（その他）」の株式数の欄には、証券保管振替機構名義の株式が38株

　　　 （議決権38個）が含まれております。

　

②　【自己株式等】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年８月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

他人名義

所有株式数

所有株式数

の合計

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合

(株) (株) (株) (％)

－ － － － － －

計 － － － － －

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成20年９月 10月 11月

最高(円) 60,000 50,400 38,200

最低(円) 39,050 21,110 21,240

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年９月

１日から平成20年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、三優監査法人による四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,072 14,765

営業未収入金 177 350

営業貸付金 279 2,123

販売用不動産証券 1,012 1,012

営業投資有価証券 859 1,082

販売用不動産 ※２
 51,378

※２
 52,206

仕掛販売用不動産 ※２
 29,188

※２
 29,109

買取債権 13,572 13,714

繰延税金資産 6,288 6,219

その他 3,434 3,497

貸倒引当金 △843 △890

流動資産合計 116,421 123,191

固定資産

有形固定資産 ※１
 6,616

※１
 6,799

無形固定資産 1,391 1,454

投資その他の資産

投資有価証券 1,356 1,363

繰延税金資産 73 77

出資金 30 30

その他 1,129 1,172

投資その他の資産合計 2,590 2,644

固定資産合計 10,598 10,899

繰延資産

社債発行費 436 478

繰延資産合計 436 478

資産合計 127,456 134,569

負債の部

流動負債

短期借入金 ※2, ※3
 8,053

※2, ※3
 9,360

1年内返済予定の長期借入金 8,466 11,842

1年内償還予定の社債 2,500 1,500

未払法人税等 2,156 4,019

前受金 192 185

賞与引当金 48 110

その他 1,022 1,380

流動負債合計 22,439 28,399

固定負債

社債 ※２
 50,500

※２
 51,500
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(単位：百万円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

長期借入金 3,850 3,803

保守補償引当金 0 1

流動化調整引当金 8 27

預り敷金 2,095 2,119

匿名組合預り敷金 2,355 2,224

固定負債合計 58,809 59,676

負債合計 81,249 88,075

純資産の部

株主資本

資本金 5,453 5,453

資本剰余金 6,899 6,899

利益剰余金 33,716 33,806

株主資本合計 46,069 46,159

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △255 △32

評価・換算差額等合計 △255 △32

少数株主持分 393 366

純資産合計 46,207 46,493

負債純資産合計 127,456 134,569

EDINET提出書類

株式会社レーサム(E05179)

四半期報告書

13/26



(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成20年11月30日)

売上高 4,720

売上原価 3,142

売上総利益 1,578

販売費及び一般管理費 ※１
 976

営業利益 602

営業外収益

受取利息 9

受取配当金 78

その他 21

営業外収益合計 109

営業外費用

支払利息 415

持分法による投資損失 10

社債発行費償却 41

その他 4

営業外費用合計 472

経常利益 239

特別利益

貸倒引当金戻入益 28

賞与引当金戻入益 35

特別利益合計 64

税金等調整前四半期純利益 303

法人税、住民税及び事業税 201

法人税等調整額 △64

法人税等合計 136

少数株主利益 26

四半期純利益 140
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成20年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 303

減価償却費 175

のれん償却額 47

賞与引当金の増減額（△は減少） △62

貸倒引当金の増減額（△は減少） △46

保守補償引当金の増減額（△は減少） △0

流動化調整引当金の増減額（△は減少） △19

受取利息及び受取配当金 △87

社債発行費償却 41

支払利息 415

持分法による投資損失 10

売上債権の増減額（△は増加） 173

営業貸付金の回収による収入 1,844

販売用不動産の増減額（△は増加） 853

仕掛販売用不動産の増減額（△は増加） △79

買取債権の増減額（△は増加） 141

前受金の増減額（△は減少） 7

未払消費税等の増減額（△は減少） 173

預り敷金の増減額（△は減少） △24

匿名組合預り出資金の増減額（△は減少） 130

匿名組合出資金の払戻による収入 0

その他 △233

小計 3,765

利息及び配当金の受取額 87

利息の支払額 △531

法人税等の支払額 △2,067

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,254

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △75

投資その他の資産の取得による支出 △0

投資その他の資産の解約等による収入 21

関係会社株式の取得による支出 △7

出資金の払込による支出 △3

出資金の払戻による収入 0

貸付けによる支出 △0

貸付金の回収による収入 24

投資活動によるキャッシュ・フロー △41
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(単位：百万円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成20年11月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,307

長期借入金の借入による収入 890

長期借入金の返済による支出 △4,220

配当金の支払額 △230

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,868

現金及び現金同等物に係る換算差額 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,655

現金及び現金同等物の期首残高 14,727

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 11,072
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年９月１日

　至　平成20年11月30日)

１．連結の範囲に関する事項

（１）連結の範囲の変更

　当第１四半期連結会計期間において、新宿ファーストプ
ロパティ特定目的会社は、平成20年10月30日付で清算結
了したことにより、連結の範囲から除外しております。

（２）変更後の連結子会社の数　24社

 

２．持分法の適用に関する事項の変更

（１）持分法適用非連結子会社

　①持分法適用非連結子会社の変更

　当第１四半期連結会計期間より、Ｇ２インベストメンツ
㈲は株式を追加取得したため持分法適用関連会社から、
持分法適用非連結子会社としております。

　②変更後の持分法適用非連結子会社の数　１社

（２）持分法適用関連会社

　①持分法適用関連会社の変更

　当第１四半期連結会計期間より、Ｇ２インベストメンツ
㈲の株式を追加取得したため、持分法適用関連会社から、
持分法適用非連結子会社としております。

　②変更後の持分法適用関連会社の数　２社

 

３．会計処理基準に関する事項の変更

　リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従
来、賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によってお
りましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会
計基準第13号（平成５年６月17日（企業会計審議会第一
部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース取引に
関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
16号（平成６年１月18日（日本公認会計士協会　会計制
度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月
１日以降に開始する連結会計年度に係る四半期連結財務
諸表から適用することができることになったことに伴
い、当第１四半期連結会計期間からこれらの会計基準等
を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっており
ます。

　なお、この変更により損益に与える影響はありません。
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【簡便な会計処理】

　

当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年９月１日

　至　平成20年11月30日)

１．棚卸資産の評価方法

　当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関して
は、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を
基礎として合理的な方法により算定する方法によってお
ります。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下
が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿
価切下げを行う方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年11月30日)

前連結会計年度末

(平成20年８月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額    1,601百万円※１　有形固定資産の減価償却累計額    1,442百万円

※２　担保に供している資産及び対応債務

（担保提供資産）

　販売用不動産　　　　　　　　  7,238百万円

　仕掛販売用不動産　　　　　　 28,857

　合計　　　　　　　　　　　　 36,095

 

（対応債務）

　短期借入金　　　　　　　　　　5,690百万円

　社債　　　　　　　　　　　　 18,000

　合計　　　　　　　　　　　　 23,690

 

※３　連結子会社コミットメントライン設定契約

 

　　①　コミットメントライン

　　　　コミットメントラインの総額　 1,900百万円

　　　　貸出実行残高　　　　　　　　　 890

※２　担保に供している資産及び対応債務

（担保提供資産）

　販売用不動産　　　　　　　　  4,671百万円

　仕掛販売用不動産　　　　　　 28,799

　合計　　　　　　　　　　　　 33,471

 

（対応債務）

　短期借入金　　　　　　　　　　4,100百万円

　社債　　　　　　　　　　　　 18,000

　合計　　　　　　　　　　　　 22,100

 

※３　連結子会社コミットメントライン設定契約

 

　　①　コミットメントライン

　　　　コミットメントラインの総額　 1,900百万円

　　　　貸出実行残高　　　　　　　　　 890
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(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　

当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年９月１日

　至　平成20年11月30日)

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額

広告宣伝費 35百万円

役員報酬 68百万円

給与手当 289百万円

賞与引当金繰入額 47百万円

法定福利費 37百万円

地代家賃 139百万円

支払手数料 107百万円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年９月１日

　至　平成20年11月30日)

 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結　　

　　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

(平成20年11月30日現在)

現金及び預金勘定 11,072百万円

小計 11,072百万円

現金及び現金同等物
 

11,072百万円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末（平成20年11月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年９月１日　

至　平成20年11月30日）

　

１．発行済株式に関する事項

株式の種類

当第１四半期

連結会計期間末

(株)

　普通株式 460,814

　

２．自己株式に関する事項

　該当事項はありません。

　

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1)　配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

(百万円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日

平成20年11月21日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 230 500平成20年８月31日平成20年11月25日

　

(2)　基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

   　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日）

　

資産運用
事業

(百万円)

証券化
事業

(百万円)

プロパティ

マネジメント

事業

(百万円)

サービシ
ング事業

(百万円)

投融資
事業

(百万円)

その他の
事業

(百万円)

計

(百万円)

消去又は
全社

(百万円)

連結

(百万円)

売上高

(1)外部顧客に
対する売上高

1,528　 47　 578　 2,088　 19　 458　 4,720　 －　 4,720　

(2)セグメント間
の内部売上高又
は振替高

－　 50　 5　 －　 －　 2　 57　 （57） －　

売上高計 1,528　 97　 583　 2,088　 19　 460　 4,778　（57） 4,720　

営業利益又は
営業損失（△）

3　 91　 224　 519　 0　 △5　 835　（232） 602　

（注）１．事業の区分は、事業内容によって区分しております。

      ２．各事業区分に属する主要な内容

(1) 資産運用事業　　　　　　　：収益不動産の調達、運用商品の組成・販売

(2) 証券化事業　　　　　　　　：運用商品の証券化、機関投資家との共同出資

(3) プロパティマネジメント事業：不動産管理

(4) サービシング事業　　　　　：債権管理回収、デューディリジェンス

(5) 投融資事業　　　　　　　　：Ｍ＆Ａ等による投資・育成、プロジェクトファイナンス

(6) その他の事業　　　　　　　：ゴルフ場運営、不動産鑑定等

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日）

本邦以外の国または地域に所在する連結子会社及び在外支店はありませんので、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日）

海外売上高がないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

　

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年11月30日)

前連結会計年度末

(平成20年８月31日)

　

１株当たり純資産額 99,419円92銭

　

　

　１株当たり純資産額 100,099円00銭

　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年11月30日)

前連結会計年度末

(平成20年８月31日)

四半期連結貸借対照表上の純資産の部の合計額
（百万円）

                    46,207 
　 
                    46,493　

純資産の部の合計額から控除する金額（百万円）                        393　                       366　

　（うち少数株主持分）（百万円）
                     

（393）
                     

（366）

普通株式に係る純資産額（百万円）                     45,814　                    46,127　

普通株式の発行済株式総数（株）                    460,814　                   460,814　

１株当たり総資産額の算定に用いられた
普通株式の数（株）

                   460,814　                   460,814　

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

　

当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年９月１日

　至　平成20年11月30日)

　

１株当たり四半期純利益金額 304円42銭

　

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額は、潜在株式が存在しないので記載しておりません。

　　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

当第１四半期連結累計期間

(自　平成20年９月１日

　至　平成20年11月30日)

１株当たり四半期純利益金額

　四半期純利益（百万円） 140　

　普通株主に帰属しない金額（百万円） －　

　普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 140　

　普通株式の期中平均株式数（株） 460,814　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年１月13日

株式会社レーサム

取締役会　御中

　

三優監査法人

　

代表社員
業務執行社員

公認会計士　　川　　野　　佳　　範　印

　

業務執行社員 公認会計士　　古　　藤　　智　　弘　印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社レーサムの平成20年９月１日から平成21年８月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成20年９月１日から平成20年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社レーサム及び連結子会社の平成20年

11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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